
【問合先】社会教育課 ☎0978-72-2121

教育の里だより教育の里だより

共生社会の実現に向けて、生涯学習もインクルーシブに
　平成30年6月、文化芸術活動を通じた障がい者の個性と能力の発揮及び社会参加の促進を図るこ
とを目的とした「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」が施行されました。
　そして、昨年開催された国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭おおいた大会において、国東市が取り
組んだ事業「無邪鬼という名の作品展」では、障がい者の方々が制作した絵画や造形物が展示され、その
色彩や造形に驚き、それを作った彼らの感性に心動かされた方々も多かったのではないでしょうか。
　スポーツの分野でパラアスリートたちが見るものに感動を与えるように、文化芸術の分野においても、
人々に心の豊かさや相互理解をもたらすインクルーシブ（障害の有無に関係なく参加可能な仕組み）
の視点を踏まえた生涯学習の推進が求められています。
　そこで本年度より国東市では国文祭、障芸祭のレガシー

（遺産）として、障がい者ご本人やそのご家族、福祉施設など
とも連携を取りながら、彼らの感性を活かした制作活動
や芸能体験活動などを通して、障がい者の方々の積極的な
生涯学習への参加を促していく取り組みを行っています。
　すでに本年度より福祉施設の理解と全面協力のもと、
美術講師による絵画などを制作するワークショップを実
施したり、伝統芸能保存会の協力のもと習得のために練
習に励み、各種イベントへ共に参加するなど、ほんの少し
ずつではありますが前に進んでいます。市民のみなさま
方におかれましても、共に学び共に進んでいきましょう。

▲令和元年度 大分県「障がい者週間」福祉
大会東部大会において、福祉施設利用者に
よる伝統芸能「神楽」披露

国東中学校が２つの快挙

第69回大分県学校新聞コンクール (主催：大分合同新聞社など)

学校新聞部門　最優秀賞　受賞
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学校新聞部門　最優秀賞　受賞

◀左：吉田 翔栄さん（3年）、中：金田 優依さん（3年）、右：栗林 裕之先生

◀左：出口 涼輔さん（3年）、右：寺川 滉哉さん（3年）

　小学校の時に「くにさき少年少女発明クラブ」に入っており、実験や工

作が好きでした。ロボットは薬師寺史典先生の指導のもと授業で作成

し、九州大会で「アイデア賞」を受賞しました。競技のルールは、ロボットを

操作して自陣にあるボールを敵陣に入れた数を競うというものです。

僕たちのロボット「国東５号」の特徴は、敵陣にボールを入れながら、

同時に相手ロボットが自陣にボールを入れる行為を阻止できること

です。国東中の3年連続の九州大会ベスト8が達成できて嬉しいです。

　最優秀賞を受賞でき、新聞委員会のみんなや、取材に協力してくれた

みなさんに感謝しています。私たちの学校新聞「国中TIMES」は、なる

べく難しい言葉を使わず、みんなが理解しやすい言葉で書くことを心

がけています。また、取り上げる出来事に直接関わった生徒の、ありの

ままの言葉を掲載するようにしています。新聞委員会は、取材をして

書いた新聞がみんなに読んでもらえることにやりがいを感じます。

これからも内容の充実した新聞を作っていきたいです。

【問合先】国東中学校 ☎0978-72-1335

第21回創造アイデアロボットコンテスト (主催：全九州中学校技術・家庭科教育研究協議会)

九州地区中学生大会　アイデア賞　受賞
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【主催・問合先】国東市教育委員会 学校教育課 ☎0978-73-0066  FAX 0978-73-0067

福岡ソフトバンクホークス福岡ソフトバンクホークス 内川 聖一 選手による

　少年野球教室が開催されました

内川選手から小学生のみなさんへ内川選手から小学生のみなさんへ

本庶  佑 先生との

【ノーベル賞受賞者】

国東市立志成学園開校記念行事

志成学園の校名の由来

3月15日（日）

13：20～14：40（受付12：50～）

日　時日　時

アストくにさき

（アストホール）
場　所場　所対談者対談者 京都大学 本庶 佑 先生

市内中学生

ほんじょ たすく

間近でプロ野球選手から指導を受けた経験を大切にして、自分のことを応援
してくれる人のことを忘れずに、これからも野球に励んでほしいです。野球は
急に上手くなるものではないので、それぞれが出来ることをしっかり行って、
日々の練習に頑張ってください。

ゆう　し　きょう せい

　中国の歴史書「後漢書」に由来する言葉「有志竟成」（堅固な志を持つ者はどんな困難も克服し、最後
には志を成し遂げられる）から二文字を取って志成学園としました。
　「有志竟成」は本庶佑先生が座右の銘としている言葉であり、今回このことがご縁で本交流会に来て

くださることになりました。

　京都大学高等研究院の副院長兼特別教授であり、2018年にノーベル医学・生理学賞を受賞しました。体の
中で外敵とたたかう免疫の仕組みを利用するがん治療の新しい方法を発見したことが受賞の理由です。

　志成学園(武蔵町)は県内2校目の義務教育学校であり、市内・市外を問わず就学(入学・転入)す
ることができます。

　1月11日、安岐野球場で、福岡ソフト

バンクホークスの内川聖一選手をはじめ

7名のプロ野球選手による少年野球教室

が開催されました。

　市内7チームと姫島村1チームの少年

野球チームの小学生に、プロ野球選手が

直にバッティング練習や守備練習、走塁

練習などを指導。強打者で知られる内川

選手は「傘を持つ位置でバットを構えると、

力を抜いて構えられる。タイミングをしっ

かり取って、バットの芯でボールを打つこ

とを心がけよう」などとアドバイスしてい

ました。

入場無料
一般の方もご来場いただけます一般の方もご来場いただけます
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